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後、話はしていきたいというふうに思います。 

○渋谷佐輔議長 ４番、内谷邦彦議員。 

○４番 内谷邦彦議員 よろしくお願いいたしま

す。 

 あと、専攻科について産業参事にお伺いした

いんですけど、先ほど黒沢尻工業高等学校だと

思うんですけど、ここは３年間の後の２年間の

コースという考え方でよろしいのか、それとも、

高校３年間の中に専攻科があるという考え方で

よろしいんですか、それはどちらでしょうか。 

○渋谷佐輔議長 谷澤秀一産業参事。 

○谷澤秀一産業参事 ここは２年間の専攻科で、

10年前ほどにできたというふうに伺っておりま

す。 

（「高校終わってから２年」の声あり） 

○谷澤秀一産業参事 終わってから２年間です。 

○渋谷佐輔議長 ４番、内谷邦彦議員。 

○４番 内谷邦彦議員 実際行われている学校が

あるんであれば、当然非常に有利な形で進める

のかな、ゼロから進めるんではかなり大変だな

と思ってましたんで、あれば参考としていける

ので、非常にいいのかなと思っております。 

 あと、電柱関連に関しては、基本的に、やは

り車目線と言われても、車乗ってる人、見ない

ですよ。逆に気づいていないんですよね。走行

車線の反対側にあった場合、やはり見えない。

やっぱり前方注意してますから、側面にある広

告をずっと見てるかといったら、見てないと思

うんです。見てたら、もっと早く誰かおっしゃ

るんじゃないかと思ってるんですよ、あんだけ

薄くなってれば。多分見てないから、逆にわか

らないんで今まで放置されてんじゃないかなと。 

 ですから、本当にこの車用としてその看板が、

十字路とかとめるところであるんであれば、と

まりますからあたりを見渡しますけど、やっぱ

り走行してるときに脇を見るというのはなかな

かないことだと思いますので、その辺は検討課

題として持っていかなきゃなんないかと思うん

ですが、その辺はいかがでしょうか。 

○渋谷佐輔議長 谷澤秀一産業参事。 

○谷澤秀一産業参事 先ほど申し上げましたが、

やはりもう一度再考すべきというふうに考えま

すので、内部で検討させていただきたいと思い

ます。 

○渋谷佐輔議長 ４番、内谷邦彦議員。 

○４番 内谷邦彦議員 今60万といっても少ない

金額ではないですから、やはりそこを有効な形

で使っていただいて、観光という部分に関して

は有効な手だてをぜひつくっていただければと

思います。 

 私の質問は以上で終わります。ありがとうご

ざいました。（拍手） 

 

 

 鈴木富美子議員の質問 

 

 

○渋谷佐輔議長 次に、順位４番、議席番号６番、

鈴木富美子議員。 

  （６番、鈴木富美子議員登壇） 

○６番 鈴木富美子議員 こんにちは。創生会の

鈴木富美子です。よろしくお願いいたします。 

 道の駅川のみなと長井がオープンして約２カ

月が過ぎました。オープンのときは桜の花もオ

ープンを祝うかのように満開となり、長井にお

いでいただいた皆様に満足していただいたので

はないでしょうか。 

 桜が終わり、今度はつつじ公園の白つつじも

見事な花を咲かせ、多くの観光客においでいた

だきました。満開の白つつじの中での黒獅子ま

つりも天候に恵まれ、大盛況に終わったと思い

ます。来年も長井に来てみよう、来年は友達も

誘って来ようと言ってくださるお客様がふえた

ことに期待したいと思います。 

 それでは、幸せを感じるまちづくりを目指し、

通告書に従いまして一般質問に入らせていただ
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きます。明確なご答弁、よろしくお願いいたし

ます。 

 第１項目から質問させていただきます。 

 初めに、生涯スポーツ課長にお伺いいたしま

す。先月、５月21日、全国白つつじマラソン大

会が例年とは違い真夏のような暑さの中で行わ

れました。熱中症などいろいろな心配があった

と思いますが、けがや事故もなく、大会が問題

なく成功したとお聞きしております。 

 今回で第39回となる大会ですが、ことしの参

加人数を市内、市外、県外に分けて教えてくだ

さい。 

 また、ことしの大会で例年と違い特に工夫さ

れたことがあったのかも教えてください。 

 来年は第40回大会となるわけですが、多くの

皆さんに参加していただけるような工夫を今か

ら考える必要があるのではないでしょうか。検

討していただきたいと思います。 

 例えば、10キロコースは二重坂ではなく、小

出船着き場から宮船着き場まで走るイメージで

まちなかを走っていただき、市民の皆さんの応

援をいただきながら、長井市のよさを知ってい

ただけるようなコース設定にすることはできな

いでしょうか。 

 ５キロコースについては、大分前になります

が、私も参加させていただいたことがあり、金

井神イチゴのサービスや最上川の堤防から見え

る西山の新緑と残雪のコントラストに、地元に

いながらも感動しながら走ったことを覚えてお

ります。 

 コース内での見どころなど、走り終わった後、

多くの方々のお話を伺い、ご意見をＰＲするこ

とによりリピーターをふやすべきと考えますが、

生涯スポーツ課長はどのようにお考えでしょう

か。 

 また、走り終わった後のイベントは検討され

ているでしょうか。例えば、伝統あるかど焼き

祭りなどのイベントを同時に開催し、希望者に

参加してもらい、丸一日マラソンを満喫しても

らうことなどはできないでしょうか。ただ、今

の日程ですと前日に黒獅子まつりがあり、次の

日の早朝、マラソンの準備となるとなかなか大

変なこともあると思いますので、日程などの検

討もしていかなければならないのではないかと

思われますが、市長のマラソンに対しての今後

の方向性をお聞かせください。 

 また、昨年の10月16日の第30回長井マラソン

大会において、スタート地点における事故があ

ったわけですが、ことし参加される皆さんはい

ろんな意味で大会に期待されていると思います。 

 ネットで見てみると、国内マラソン大会は九

州から北海道まで一年中、土日、祝日と必ず開

催されております。どこのマラソン大会におい

ても記録に挑戦するランナー、観光目的や趣味

で挑戦されているランナーなどさまざまだと思

います。千葉県の富里市のスイカマラソンは、

市の特性を生かし、スイカ一色です。季節にも

よると思いますが、長井マラソンの給水所での

バナナやパンはどこでも食べられます。そこに

長井らしさの工夫などがあってもいいと思いま

すが、教育長はどのようにお考えですか。 

 また、観光交流センター川のみなと長井に少

しでも多くの皆さんにおいでいただくために、

マラソン大会参加者の配付資料の中に、特に市

外、県外の方には交流センターのお買い物券や

割引券などをパンフレットと一緒に配付しては

どうでしょうか。 

 マラソンに限らず、ちょうど同日、白つつじ

マラソン大会の日ですが、長井市パークゴルフ

場公認コース認定記念大会が行われました。そ

の際、やはり市外、県外からも多くの参加者が

来られました。大会の商品は長井の地場産品で

大変よかったと思いましたが、ここにも一工夫

して、参加賞の中に道の駅の割引券などを入れ

るなどしたらどうでしょうか。 

 スポーツを通して長井のよさを知っていただ
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き、一人でも多くの人に道の駅からまちなかに

来ていただくためにも大切なことだと思います

が、市長の考えをお伺いいたします。 

 続きまして、第２項目に入らせていただきま

す。今から８年前になりますが、ある議員の一

般質問の中で、障害のある人もない人も安心し

て暮らせるまちを目指し、バリアフリーマップ

を作成してはどうですかとの質問があり、市当

局は、本年度中に検討し、できれば来年度には

作成できる方向で考えていますとの答弁でした。

今現在、このマップはあるのでしょうか、福祉

あんしん課長にお伺いいたします。 

 昨年の秋、第５回となる大町地区を中心に文

化回廊のイベントがあったことは皆さんもご存

じと思います。障害者の皆さんの作品には多く

の感動があり、商店街の古きよき長井のまちが

再発見できたと思います。 

 しかしながら、まちなかはまだまだ段差等も

あり、障害者に優しいまちとは言えないと思い

ます。せめてマップがあれば、ここは大丈夫、

ここはお店の人に手伝ってもらえるなど、きめ

細やかなマップであり、商店においても、どな

たでもお入りくださいと表示していくような市

民の意識も必要と考えられますが、バリアフリ

ーマップについて市長はどのようにお考えでし

ょうか。 

 また、皆さんもお気づきとは思いますが、県

道長井停車場線の長井駅前の道路は駅からの歩

道、急な斜面など、歩行者、特に障害者、車椅

子を利用している方々がとても不便を感じてお

ります。長井駅前は長井市の玄関でもあると思

いますので、今後どのように整備していくのか、

市長のお考えをお聞かせください。 

 以上で質問を終わります。ご清聴ありがとう

ございました。 

○渋谷佐輔議長 内谷重治市長。 

○内谷重治市長 鈴木富美子議員から大きく２点

ほどご質問をいただきました。 

 まず、最初の１点目のスポーツを通して交流

人口をふやすためにはということで、一つの例

といたしまして、マラソン大会などスポーツを

通して道の駅やまちなかへの交流人口をふやす

ことができるのではないかというご提言をいた

だきました。 

 先週の金曜日、６月９日ですが、私ども３年

後の東京オリンピック・パラリンピックでホス

トタウンとして東アフリカのタンザニア連邦共

和国を登録いただいたということから、特にお

願いしまして内閣官房の東京オリンピック・パ

ラリンピック推進本部の事務局、羽生参事官に

お越しいただきまして、何と２時間も意見交換

も含めてお話をお伺いしたり、いろいろ意見交

換をしていただいたところです。残念ながら議

員の方はどなたもいらっしゃらなくて、非常に

残念だったんですけども、これはまさに東京オ

リンピック・パラリンピックっていうのは、議

員のおっしゃるようなスポーツツーリズムの最

たるものでございます。２点目の障害者に優し

いバリアフリーマップということもあるんです

が、東京オリンピック・パラリンピックのもう

一つの大きなテーマというのは、文化プログラ

ム、とりわけ障害者、パラリンピックがござい

ますんで、このパラリンピックを通じて、いわ

ゆる心のバリアフリーを取り除くようなユニバ

ーサルデザインのまちづくりを、レガシー、遺

産として残すということなどを詳しく丁寧に画

像なども通して話していただきまして、非常に

残念でした。 

 それで、まず最初の２つのご質問でございま

すけれども、白つつじマラソン競技終了後の対

応についてということで白つつじマラソンの話

がございました。今回、39回目で初めて1,000

名を超えたんですね。これはフットパスのコー

スっていいますか、ウオーキングコースがござ

いますんで、実際走られた方は700から800人ぐ

らいでございましたけれども、そのうちの全体
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では75％ぐらいが市外の方なんですね。 

 今、マラソンについては県内でも各市町村が

ほとんどと言っていいほど一生懸命行うように

なりました。一番大きいところですと東根市の

さくらんぼマラソン大会なんかは、もう１万

4,000人ですよね。私どもも、これは秋は秋で

長井マラソンという唯一のフルマラソンをして

おりますので、これを一つにできないかという

ことなどもいろいろ検討していますが、白つつ

じマラソンは白つつじマラソンで大変伝統もあ

ってよさがあります。一方で、長井マラソンは、

これはもう競技の、何というんでしょうか、本

当にフルマラソンで、マラソンが好きな方が集

まる競技ですので、そういった意味ではなかな

か性格の違うものを一本化するのは難しいと。

白つつじマラソンもまちなかを走るコースにす

るにはなかなか難しいのかなと、もう少し検討

していかなきゃいけないと思いますが、やっぱ

り先ほど申し上げましたように、７割以上の方

が市外の方ですから、基本的に大会が終わった

後は余り飲んだりとかはなかなかできないんで

はないかと。ただし、何かイベント、お祭りを

すれば喜んで参加いただけるんではないかなと

いうのも議員提案のとおりだと思います。 

 したがいまして、午前中の質問でも宇津木議

員、浅野議員の質問でもお答えをいたしました

けれども、タスの東側の河川敷から観光交流セ

ンターまでの、まずは国で取得いただいた2.7

ヘクタールぐらいの部分を国からお借りして、

そこを基本的には国のかわまちづくりで底地を

ある程度整備のご協力をお願いしながら、上物

は私どもでしなきゃいけないんですけども、そ

ういった整備をすればいろんなイベントができ

るじゃないかと。 

 議員おっしゃるように、なかなか場所がない

んですよね。つつじ公園の中では狭いですし、

あと、駐車場は駐車場で使ってますし、そんな

ことから、そういった河川敷の広場ができます

とさまざまなことができるし、お祭りなどもで

きるんじゃないかなというふうに思います。 

 なお、まちなかにどういうふうに誘導するか

ということでの工夫を、ぜひ進めていきたいと

思います。 

 もう１点のこの項では、交流センターの買い

物券や割引券などをパンフレットと一緒に参加

する方に配付してはどうかということでござい

ます。 

 これは、やまがた長井観光局でも、長井マラ

ソンなどでも去年から少しずつですが旅行商品

として販売をしたりしています。白つつじマラ

ソンについても販売などをしておりますが、な

お一層魅力的なコースなどをぜひ、最低１泊で

いらっしゃる方は、ほとんど県外の方はいっぱ

いでいらっしゃるわけですから、事前に案内と

して、例えば参加者の名簿などから、これはや

まがた長井観光局では難しいと思いますから、

例えば白つつじマラソンの実行委員会とか、そ

ういったところの名称で案内などを出すという

こともできると思いますし、あと、来られたと

きに買い物券とか割引券を入れるでもいいんで

すが、今度お金がかかると。なかなか割引とい

うのも、今、特にサービス業は景気がよくなっ

たっていっても消費が伸びないもんですから、

きのうあたりの発表を見ていますと、一時金な

ども製造業、建設、それ以外のサービス業でも

大部分がアップしてるんですね。ところが、小

売業だけは横ばいなんですね。ということは、

売り上げが伸びてないと。そういった中で割引

してくださいというのもなかなかやっぱり大変

だと思いますので、これを市のほうで予算化し

てやんなきゃいけないということから、やっぱ

り事前に案内もしながら、こういったところを

どうしたらいいか検討してまいりたいと思いま

す。 

 ２点目の障害者に優しいバリアフリーマップ

についてということで、バリアフリーマップを
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活用して市民の心のバリアフリーの意識向上の

ための方策を問うということで、大変ご提言も

いただきました。 

 長井のまちなかに限らず、長井市内は道路も

ほとんど、特に中央地区は昭和40年代、50年代

で整備したものが大部分でございます。その当

時は、やっぱり建設課などから聞きますと、歩

道なども車道より１段高くして、それで安全性

を確保したと。ところが現在はそうじゃなくて、

車道と歩道はフラットにしてまして、そうしま

すと長井のまちなかでフラットのところ、ほと

んどないんですね。郊外に行きましての歩道、

自歩道などはほとんどフラットです。例えば南

中にしても北中にしても、歩道についてはフラ

ットなんですけども、そういった意味では、や

っぱりマップをつくる意味がないみたいな格好

になってるんですね。それで、むしろバリアフ

リーっていいますか、なってるところを探すの

が難しいみたいなもので、施設もそうです、タ

スなどは比較的、30年前ですから、昭和の終わ

りぐらいに建てたんで、障害者用の車椅子とか、

そういった障害者に対しての配慮というのはか

なりあるんですけれども、それでも段差は結構

あります。よく、障害者の方だけじゃなくて、

高齢者の方が歩いてつまずいてけがするってい

うのは本当、後を絶ちませんので、そういった

意味では、これは本当に深刻な問題だと思いま

す。 

 考え方といたしましては、私どもで東京オリ

ンピック・パラリンピックに対して積極的に取

り組もうと、その際に、ぜひ私個人として、ま

だ教育委員会とかどこも相談してないんですが、

やっていきたいなと思っているのは、まちなか

美術館で市内のいろんな団体の方が、有志の方

が障害者の作品などを市民に見ていただくよう

な、そういう機会を設けていただいてる、これ

大変すばらしいと。と同時に、パラリンピック

の、この間、羽生参事官も映像で見せてくれま

したけども、例えば前回のリオのパラリンピッ

ク出た人に日本選手に来ていただいて、講話を

聞くと。そのＤＶＤはバスケットの選手だった

んですけども、子供たちも一緒にバスケットを

してもらうと。ただし、車椅子に乗ってと、健

常者がですよ。そういったことを教えながら、

一緒に体験しながら、いかにいろんな苦労、さ

まざまな障害を乗り越えてパラリンピックです

ばらしい成績を上げたかということに対して、

子供たちは本当に感心しながら、障害っていう

のは、これは誰でも、まあ、ノーマライゼーシ

ョンですからね、そういう人もいますし健常者

もいますし、その中で一緒に暮らしていくとい

うことの大切さを教えると。 

 あるいは、パラリンピックなどもぜひ見せた

いと、子供たちに。まあ、我々大人なんかも、

むしろスポーツのオリンピックなどはテレビと

かなんかでわかるんですね。しかし、パラリン

ピックっていうのは期間も長いですし、チケッ

トも手に入りやすいので、そういったところで

やっぱり子供たち、我々も、市民などにもぜひ

見ていただいて、まずはそういったところから

心のバリアフリーを解除するような努力をした

いと思ってます。 

 議員からのご質問にお答えする部分では、今

お話ししましたように、議員ご指摘のバリアフ

リーは、まず心のバリアフリーからやって、あ

と、ユニバーサルデザインというのが基本です

から、外国のタンザニアの方々もお越しいただ

きますが、あわせて、私は以前からいろんなと

ころで個人的な意見を言ってますが、私どもの

姉妹都市であるドイツのバート・ゼッキンゲン

の、さらにヨーロッパの５都市の姉妹都市があ

るんですね。ですから、ドイツとフランス、イ

タリア、スイス、オーストリアの５都市の皆さ

んに、東京オリンピック・パラリンピックのと

きに長井で総会をしてもらおうと、ぜひその行

政の方も市民の方も長井に来ていただきながら、
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ここを拠点にして東京オリンピック・パラリン

ピックを拝見していただいたり、日本という関

心度がすごく高まると、今どんどん高まってい

ますから、その中で私どもも、いかに私たちの

まちがユニバーサルデザインからかけ離れてい

るかということを認識しつつ、これをきっかけ

に少しずつ直していけるように、そのいいチャ

ンスが、例えば本町の街路事業は、あれは全部

バリアフリーになるわけで、それが終わった後、

駅前通りもぜひやりたいと思っています。それ

には県のほうの事業で国の補助でやっていただ

きますが、我々がやってください、やってくだ

さいだけでは進みません。やっぱり私どもも行

政もさまざまなにぎわいをつくるための施設、

にぎわいづくりの施設もつくったり、あと、民

間もそういうふうなことで、いろんな施設をつ

くるということで、じゃあ、県のほうとしては、

この道路を街路事業にすることによってお金が

生きるんだと、税金が生きるんだということで

予算をつけてくださるもんだと思います。 

 今、残念ながら本町のほうはいろいろ不協和

音などもありまして、なかなか当初計画した店

をやめるとか、そういう話も出ておりまして、

そういうことが続きますと、県のほうの補助も

なかなか予算もついてこないというふうに思っ

てますんで、そういったことを市民一体となっ

て進めていきたいと思いますんで、よろしくお

願いしたいと思います。 

 スポーツを通じて、スポーツの振興と、それ

から、この東京オリンピック・パラリンピック

の機会に食や文化、そしてユニバーサルデザイ

ン、共生社会のあり方を考えるいい機会、そし

て国際交流によって、子供たちにとって、我々

にとって記念に残るような、そんな３年後にし

たいというふうに考えておりますんで、よろし

くお願いいたします。 

○渋谷佐輔議長 平田 裕教育長。 

○平田 裕教育長 鈴木富美子議員から、私のほ

うに２点ほどご質問いただきました。 

 まず、１点目でございますけれども、全国白

つつじマラソン大会、この10キロコースをまち

なかを走るコースに変更できないかということ

につきましてお答えをさせていただきたいとい

うふうに思います。 

 先ほど、若干市長からもございましたけれど

も、まちなかを走る、いわゆるシティマラソン

というのが、ここ最近は主流になってきている

ように感じております。ただ、白つつじマラソ

ンにつきましては、最上川の雄大な流れと白つ

つじの景観を楽しみながら、緑豊かな自然の中

を爽やかに走るということがコンセプトという

ふうに聞いてございます。このコンセプトのも

と、初回から開催し、39回を迎えたということ

でございます。 

 最長でも10キロメートルという大会でござい

ますので、市街地と郊外の両方をコースに設定

するというのは若干厳しいところがございます。

また、場合によっては、基本のコンセプトを変

更するということにもなりますので、コースの

設定も含めまして本大会の実行委員会組織にご

協議をいただくようお願いしてまいりたいとい

うふうに思います。 

 それから、これも先ほど市長からございまし

たけれども、将来の構想ということにつきまし

ては、秋に行われている長井マラソンと統合す

ることで相乗効果が期待できないかということ

につきましても、今後十分検討してまいりたい

というふうに思っているところでございます。 

 それから、40回大会に向けましては、本市の

スポーツ、それから健康、体力づくりをさらに

推進していくという観点から、長井市の未来を

担う小・中学生にもっと参加していただきたい

というふうに思ってございますので、料金の設

定等、参加しやすいようにできないかにつきま

しても考えているところでございます。 

 それから、２つ目でございますけれども、長
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井マラソンについて、長井マラソン大会、もっ

と長井らしさ、特徴を出していくべきではない

かというご質問、ご提言でございますけれども、

議員ご指摘のとおり、各方面からいらっしゃる

参加者、それから応援の方は、各地の特色ある

風土、それから観光地、お土産品等を非常に楽

しみにしています。本大会につきましても、県

外からの参加者に対しあやめ苗の贈呈、それか

ら遠来賞にも長井らしい商品を準備してござい

ますけれども、今後につきましてもさまざま工

夫を重ねながら、皆さんに喜んでいただけるよ

うに努めてまいりたいというふうに思います。 

 給水所に置く飲食物につきましては、議員ご

指摘のとおり、以前、金井神イチゴを提供して

いたという時期もございましたけれども、生産

を終了してしまったということで、できなくな

ってしまったという経緯がございます。長井市

の農産物のＰＲということも非常に重要でござ

いますので、伊佐沢地区を初め市内で生産して

いるイチゴ、それからミニトマトなど、５月が

出荷時期となる農産物を中心としながら検討し

てまいりたいというふうに思います。 

 また、先ほどコース設定に触れましたけれど

も、この長井マラソン大会に参加される皆様方

は、長井の豊かな自然を求めていらっしゃると

いうことのようです。長井の水を初め、長井市

のよい点を前面に押し出して、長井らしさを表

現してまいりたいというふうに考えているとこ

ろでございます。 

○渋谷佐輔議長 沼澤孝典生涯スポーツ課長。 

○沼澤孝典生涯スポーツ課長 私のほうからは、

ことしの白つつじマラソンについて、まず初め

に、市内、市外、県外の参加人数についてお答

えをしたいと思います。 

 ことしの参加者数につきましては、全体で

1,002名でありました。うちウオーキングの参

加が120名いらっしゃいます。 

 地域ごとの内訳でございますけれども、市外

からの参加者については644名、そのうち県内

の参加については179名でございました。県外

の内訳でございますが、隣県からの参加の方が

多く、宮城、福島、新潟の方で合計150名いら

っしゃいます。なお、種目ごとの市外参加者数

でございますけれども、10キロメートルにつき

ましては参加者317人のうち286人で約90％、５

キロメートルは211人のうち141人で約67％、２

キロにつきましては237人のうち132人で約55％

でございます。なお、ウオーキングについては

ほとんどが市内からの参加者でございます。 

 あともう１点、今大会で工夫した点はという

ふうなことでございますが、やはり安全面でご

ざいます。 

 １点目は、スタート時の安全でございます。

昨年度までは５キロと10キロを一斉にスタート

しておりますけれども、選手同士の接触、ある

いは転倒という危険がありますので、ことしに

つきましてはスタート時間を種目ごとに設定い

たしまして、混雑の低減を図ったところでござ

います。 

 ２点目は、最上川の右岸の市道を走る際の安

全でございます。金井神、日の出町の皆様方の

ご協力をいただきまして、金井神線につきまし

て車両進入禁止とさせていただきました。ラン

ナーの安全を確保しながら、快適に楽しんでい

ただけるように努めたところでございます。 

 また、昨年度からでございますけれども、熱

中症の予防にはスタート前の給水、これが大事

だというふうなことでございますので、給水所

を新設したところでございます。 

 最後にですけれども、ＰＲについてでござい

ます。参加される選手の皆さんは、それぞれの

大会の雰囲気、あるいは評判などをさまざま情

報を得ながら選ばれております。本大会におき

ましても、参加者のご意見につきましては、よ

い評価をいただいたところについてはＰＲに、

あるいは改善すべきところにつきましては改良
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の方針など、それぞれ市のホームページやラン

ネット、情報紙等々でございますけれども、そ

れなどを通じて情報発信してまいりたいという

ふうに思います。 

 なお、ことしの大会におきましては、エフエ

ムい～じゃんさんのご協力をいただきまして、

上位入賞者の皆さんへのインタビューコーナー、

これを設置したところでございます。初回であ

りましたので、試行錯誤しながらというふうに

なってしまいましたけれども、次年度に向けま

して改善を図りながら設置を検討してまいりた

いというふうに思います。 

 なお、インタビュー内容につきましては、市

のホームページやおらんだチャンネル等々で活

用してまいりたいというふうに思います。 

 以上です。よろしくお願いします。 

○渋谷佐輔議長 髙橋正典福祉あんしん課長。 

○髙橋正典福祉あんしん課長 私のほうからは、

以前の答弁で作成するとのことだったバリアフ

リーマップというふうなことについてお答えを

いたします。 

 議員が８年前の答弁とおっしゃるのは、平成

21年９月議会での答弁と推察いたしますが、そ

の後、第１期長井市地域福祉計画に基づき、平

成22年３月の10日に市内の店舗及び事業所293

カ所にアンケート用紙を送付し、137カ所から

回答を得、それをもとに長井市バリアフリー施

設ガイドを作成いたしました。このガイドは、

スロープ、ドア、トイレなど細かい状況が一目

でわかるような表になっております。 

 その後、長井市社会福祉協議会が平成28年度

から、長井市地域福祉活動計画に基づき長井市

バリアフリー施設ガイドなどの情報などを参考

にしながら、プロジェクトチームを組んでまち

なかを中心にしたマップを作成しております。 

 その後、そのマップを新たな情報があれば更

新をし、さまざまな障害をお持ちの方にもご利

用いただけるようにしていきたいというふうな

ことでございました。市としても、常に最新の

情報の提供に努めてまいりたいというふうに思

っております。 

 現在、結果として、完成しているものは長井

市バリアフリー施設ガイドということになるわ

けですが、間もなくまちなかマップも完成する

予定でございます。 

 また、マップ等の情報につきましては、市内

にとどまらず、広く知らしめる必要がございま

すので、多くの人が集まる場所を設置をしたり、

ホームページへの掲載をしたり、おらんだラジ

オでのお知らせなどをして周知に努めてまいり

たいというふうに思います。 

○渋谷佐輔議長 ６番、鈴木富美子議員。 

○６番 鈴木富美子議員 皆様の答弁、大変あり

がとうございました。市長からは本当に力強い

答弁がありまして、障害者に対する思いをお話

ししていただいてありがとうございます。 

 生涯スポーツ課長にお伺いいたしますが、ネ

ットのほうで調べたときにマラソン大会も載っ

てましたけども、この中にインタビューをする

って先ほどおっしゃってましたことが載ってま

した。また、その他に白つつじまつりで楽しん

でいただきましたよって書いてますけども、こ

れにつきましては、何かイベントをなされたん

でしょうか。 

○渋谷佐輔議長 沼澤孝典生涯スポーツ課長。 

○沼澤孝典生涯スポーツ課長 お答えいたします。 

 マラソン大会当日につきましては、隣の会場

で井上千春さんのコンサートが開かれておりま

した。大会に参加される方々は、走り終わって

からの歌声などについても感想をお寄せいただ

いております。 

 また、ランニング関係のネット上でのご意見

を若干ご紹介させていただきますと、やはり景

色についてはお褒めをいただいております。満

開の白つつじと新緑のコントラストがすばらし

いというふうなご意見、あるいは応援ですね、
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慈光園さんで随分応援に出ていらっしゃってお

りましたので、その応援がとてもうれしかった

というようなお声もいただいております。 

 また、課題といたしましては、先ほど交流と

いうふうなところでも出たわけですけれども、

市内のラーメン屋さんのマップがあればよかっ

たとか、あるいは、これは課題ではございます

けれども、手荷物の預かり所がぜひ欲しいとい

うようなお声もいただいたところです。いろい

ろ検討を重ねながら、来年に向けて改善を図っ

ていきたいというふうに考えているところです。 

○渋谷佐輔議長 ６番、鈴木富美子議員。 

○６番 鈴木富美子議員 コースにつきましては、

私は道の駅に少しでも多くの方が行っていただ

きたいと思いまして、まちなかコースとも提案

したんですが、やはり課長がおっしゃるように、

最上川を本当に走ってみるとわかりますけど、

長井のいいところが全部見れるんじゃないかな

と思っておりますので、コース、まちなかもち

ょっとだけ入れていただきながら、ちょっと考

えていただきたいと思います。 

 マラソンにつきましては、皆様で検討してい

ただくという、先ほどお話がありましたので、

ぜひよろしくお願いいたします。 

 福祉あんしん課長にお伺いいたします。 

 バリアフリーマップというか、ガイドはつく

っていらっしゃるということでお聞きいたしま

したが、今現在も更新しながら置いていらっし

ゃる、そういったものを今作成中っていうふう

にお聞きしたんですが、その前の部分のままで、

22年度つくったままで更新なさらずに今現在配

置してるのか、それとも28年度から作成してる

のがあって、主要なところに置いてくれるのか、

その辺ちょっと教えていただいてよろしいでし

ょうか。 

○渋谷佐輔議長 髙橋正典福祉あんしん課長。 

○髙橋正典福祉あんしん課長 22年当時つくった

ものにつきましては、更新はいたしておりませ

ん。先ほども申し上げましたが、長井市社会福

祉協議会のほうで今バリアフリーマップを作成

しております。それをつくる段階で私どもでつ

くりましたこのガイドを参考にしながら、まち

なかのマップをつくっているわけですけれども、

そちらが常に更新をするというふうなことなも

んですから、長井市でつくる、社会福祉協議会

でつくるって不効率でございますので、ともに

連携をしながらつくっておりまして、今後とも

新たな情報が入れば更新をしていくというふう

なことでございます。 

○渋谷佐輔議長 ６番、鈴木富美子議員。 

○６番 鈴木富美子議員 ぜひ更新をしながら、

両方じゃなくて、やはり協議会と協力してぜひ

つくっていただきたいと思います。 

 やはり、例えば市長もおっしゃるように、ま

ちなかはやっぱりどこを見てもそうなんですけ

ども、市民の方が少しでも、ああ、こうして見

かけたら手伝ってあげなきゃいけないなという

気持ちになるような、やっぱりそれが必要だと

思います。 

 この間、テレビで吉村知事が、バリアフリー

推進員を2020年度までに山形県では2,000人ふ

やしたいと言っておりましたけども、長井市で

バリアフリー推進員を持ってる方はいらっしゃ

るのでしょうか。 

○渋谷佐輔議長 髙橋正典福祉あんしん課長。 

○髙橋正典福祉あんしん課長 バリアフリー推進

員につきましては、県の事業ということになり

ます。山形県障がいのある人もない人も共に生

きる社会づくり条例をもとにして推進員の養成

を行ってございます。 

 昨年度は長井市からは２事業所、計５名の方

が推進員というふうなことで登録といいますか、

なってございます。 

○渋谷佐輔議長 ６番、鈴木富美子議員。 

○６番 鈴木富美子議員 これは持ってるだけで

は、持ってるからどうっていうことはないんで
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すが、やはりこういう勉強を少しでも多くの方

がなされば、本当、みんなの市民の一人一人の

心が優しくなるというか、心のバリアフリーが

本当にできるんじゃないかと思いますけど、市

としては、この県の事業であるから、もっと長

井市の市民にもっと受けてほしいと、事業所単

位とおっしゃいましたよね、そういうのは市と

しては推薦しないんでしょうか。 

○渋谷佐輔議長 課長ですか。 

○６番 鈴木富美子議員 課長に。 

○渋谷佐輔議長 髙橋正典福祉あんしん課長。 

○髙橋正典福祉あんしん課長 市としても全面的

にバックアップをしていきたいというふうに思

います。ことしは、今年度は４回の各ブロック

ごとにございますので、その時期に周知を図っ

ていきたいというふうに思っております。 

○渋谷佐輔議長 ６番、鈴木富美子議員。 

○６番 鈴木富美子議員 ぜひよろしくお願いい

たします。 

 市長は先ほどすばらしいことをおっしゃいま

したので、私も感動して聞きまして、９日の日

にせっかくの機会を逃したなと私たちも思って

いるところです。ちょっと急なご案内だったの

で、私たちもちょっと用事があって行けなかっ

たということで、本当、せっかく参事官がいら

して、お話を聞きたかったと思っておりました。

やはりこれから障害者といっても、私たちも年

をとって車椅子を使ったりしなきゃいけないの

で、やっぱりそういう障害に優しいまちづくり、

本当、小さいまちだからこそできることだと思

いますので、ぜひこちらのほうにも今後力を入

れて、私たちも頑張っていきたいと思いますの

で、当局のほうもよろしくお願いいたします。 

 以上で質問を終わります。ありがとうござい

ました。（拍手） 

○渋谷佐輔議長 ここで暫時休憩いたします。再

開は午後３時といたします。 

 

 

   午後 ２時３９分 休憩 

   午後 ２時５９分 再開 

 

 

○渋谷佐輔議長 休憩前に復し、会議を再開いた

します。 

 市政一般に関する質問を続行いたします。 

 

 

 金子豊美議員の質問 

 

 

○渋谷佐輔議長 次に、順位５番、議席番号３番、

金子豊美議員。 

  （３番金子豊美議員登壇） 

○３番 金子豊美議員 きょう６月13日は大安吉

日であります。この時間になりますと傍聴席の

ほうも大分少なくなりましたけれども、心強い

応援の方はおりますので、一生懸命話をさせて

いただきたいと思います。 

 例年になく寒暖の差が激しいきょうこのごろ

ですが、うっとうしい梅雨の季節を迎えました。

と同時に、花の長井、あやめの花が朝露に包ま

れ、美しさを増す季節を迎えようとしておりま

す。長井には水、緑、花を中心とした観光資源

が多くあります。それを利活用するのは人です。

私は長井の宝は人、そう日ごろ考えております。

「みんなで創る しあわせに暮らせるまち 長

井～人にぎわい 心かよう 水のふるさと～」

を実現するためにも、長井人の活躍に期待を抱

きながら一般質問をさせていただきます。 

 地区公民館のコミュニティセンター化と予算

について。 

 ３月議会において、地区公民館のコミュニテ

ィセンター化について質問をさせていただきま

した。それを振り返ってみますと、初めにコミ

ュニティセンター化の基本的な考え方について、


